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～脆
もろ

く、傷つきやすい山だからこそ～ 

 
利尻山の山頂付近には、火山性の脆い地層が露出しており、登山者の踏みつけや雨などの影響から、ここ十数

年で急速に土壌侵食が進んでいます。当協議会では、毎年登山道の維持補修を続けていますが、一度傷つけた自

然を修復することは容易ではありません。また、補修作業とともに登山マナーの普及などソフト面の対策も進め

ていますが、これには登山者の協力が欠かせません。しかし、登山道の荒廃過程は、一回の登山だけでは変化が

見えにくく、例えば休憩時の植生への座り込みなどは、その繰り返しによって裸地が広がることまで気が付かず、

登山者自身が知らず知らずのうちに荒廃を拡大させていることも多いのが現状です。このままでは、今後も登山

を楽しめる環境を維持していく事はできません。 

その中、利尻ルールの普及を呼びかけることには、利尻山が脆く傷つきやすい山だからこそ、「利尻登山の経験

を、自分の一歩が山に与える影響について考えるキッカケにして欲しい」という願いが込められています。 

 

利尻ルールとは、 当協議会が利尻登山のマナーとして

呼びかけている地域ルールです。 

安全管理及び登山道保全、混雑緩和の観点から、利尻

山の登山ツアーは、引率者１名に対して被引率者４～６

名までの人数設定（１パーティー最大１２名まで＋引率

者）で実施することを推奨します。（利尻山のコースグレ

ードを、旅行業ツアー登山協議会設定の「コースグレー

ド及びガイドレシオ参考表」の５相当とした場合）。 

なお、体力や歩行ペースで班分けをして、時間差をつ

けて出発することも併せて推奨します。 

＊平成 20年度 6～9月の 1ツアー平均人数は 17.2人でした。 

＊当協議会では環境に配慮したガイドレシオの設定を呼びかけています。 

利尻ルールをはじめとして、自然に与えるインパクト

を最小限にする歩き方や休憩のしかたを、参加者に伝え、

実践してください。 

山頂付近は、９時半から１１時半までの時間帯に登山

者が集中します。状況に応じて山頂での昼食休憩を自粛

するなど混雑緩和にご協力ください。 

また、すれ違いの際は、パーティーを数人ずつに分け

るなど、他の登山者と声を掛け合って調整してください。 

 ① 携帯トイレを使う 

② ストックにキャップをつける 

③ 植物の上に座らない、踏み込まない 

道のゆずり合いは数人ずつに分かれて広い場所で行う、ぬか

るみを避けて脇道を歩かない、トイレはトイレブースのある

場所で済ませる 

通路をふさがない、土手に座らない、パーティーの人数に見

合った広さの場所で休む、6.5 合目トイレブースの周辺は狭

いので利用者以外は 6 合目で休むようにする 

こんな時、こんなこと 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13,241

11,271

9,745 9,622 9,765 10,045

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20

外来植物などの移入を防ぐ目的で、鴛泊コースの登山

口に靴洗い場を設けました。水で靴底に付いた土をすす

いでから入山してください。なお、下山者用の靴洗い場

も併設しましたので、こちらもご利用ください。 

利尻島では、島内の宿泊施設等、各所で携帯トイレ（４

００円）とストックのキャップ（４００円程度：メーカ

ー未定）を販売しています。 

＊原油価格高騰の影響で、価格が変動する可能性があります。 最新情報

は、別項記載の問合わせ先にお問い合わせください。 

利尻登山に関する各種パンフレット類を発行していま

す。利尻富士町、または利尻町役場商工観光係までお問

い合わせください。 

利尻富士町、利尻町、環境省利尻礼文サロベツ国立公

園のホームページで、随時、現地の最新情報を更新して

います。また本紙「平成 21 年度版 登山ツアーの配慮事

項」も、上記ホームページからダウンロードできます。 

その他現地情報等については、利尻富士町、または利

尻町役場の各商工観光係までお問い合わせください。 

利尻富士町役場 

利尻町役場 

０１６３－８２―１１１４ 

０１６３－８４－２３４５ 

行程の長い利尻山は、行動時間をずらしにくいため、

そもそも渋滞が発生しやすいのですが、このままでは山

にも登山者にもストレスが溜まる一方です。 

そのため集中の緩和対策を実施しています。例えば、

次のトイレブースまでの所要時間を記した案内板の設置

や、利用集中日の情報提供などです。 

これらの対策は、登山者自身が自分の判断で、より快

適な行動を選択することをねらいにしたものですが、登

山ツアーなど多人数のパーティーの場合、メンバーの体

力の一致やリーダーの引率力、または登山日の選択とい

った要素が、自分のパーティーの及ぼす渋滞への影響度

を増減します。 

当協議会では、これからも最新の情報を提供していき

ますので、趣旨をご理解いただき、集中緩和へのご協力

をお願いいたします。 

年度別登山者数 
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（本）（人）
１日あたりの登山者数目安と

１日の登山ツアー数の推移

登山ツアー数（本）

1日あたりの登山者数（人）


